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Pick Up
補正予算

※補正予算　年度当初の予算（当初予算）に、追加・その他の変更を加えるために提出される予算
※付議事件　本市議会だよりでは、議案のうち条例、補正予算、人事案件、意見書以外のものを付議事件
　　　　　　としています。
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　６月18日開会の第２回定例会において、物価高騰への対応として、生活支援等を図るため
の各事業費が計上された令和６年度一般会計補正予算（第１号）を可決しました。
　事業の中から主なものを紹介します。

　６月18日開会の第２回定例会に提案された議案は、条例３件、補正予算４件、人事案件２
件、意見書６件、付議事件として報告２件、陳情１件、財産の取得１件及び工事請負契約の
締結１件の合わせて20件でした。
　うち、条例１件、補正予算４件、人事案件２件、財産の取得１件は、18日に全会一致また
は賛成多数で可決・同意・適任と答申。条例２件は、総務経済常任委員会及び厚生文教常任
委員会の審査を経て、26日の最終日に全会一致で可決しました。また、26日は第１回定例会
から継続審査としていた陳情第１号を全会一致で趣旨採択とし、追加提案の工事請負契約の
締結１件、意見書６件を全会一致で可決したほか、18日に厚生文教常任委員会へ付託した陳
情第２号は、継続審査としました。

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を
活用した事業を含む補正予算案を可決

　令和６年度税制改正により、デフレ脱却の
ための総合経済対策として、６年分所得税及
び６年度分個人住民税の定額減税を十分に受
けられないと見込まれる方に、定額減税しき
れない額の合計額を万円単位に切り上げて給
付金として交付するものです。

定額減税調整給付金事業

　物価高騰等に直面する低所得者を支援する
ため、令和６年度新たな住民税非課税世帯及
び新たな住民税均等割のみ課税世帯に対して、
１世帯当たり10万円を給付し、こども加算と
して、18歳以下の方１人当たり５万円を給付
するものです。

エネルギー・食料品価格等
物価高騰支援給付金

総額 1億2,265 万円 総額 3,808 万円

～第２回定例会のあらまし～
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Pick Up
陳情審査

　令和６年第１回定例会において、陳情第１号「再審法改正の意見書の
提出を求める陳情」が総務経済常任委員会に付託され、委員会を３月８
日、５月27日及び６月21日の３回開催し、慎重に審査を行いました。
　この陳情の趣旨は、冤罪被害者の一刻も早い救済のため、再審請求手続きにおける全面的な証拠開
示を制度化すること、再審開始決定に対する検察官による不服申し立てに制限を加えることを国にお
いて速やかに実行するよう要望する、関係省庁への意見書の提出を求めるものです。
　審査の中で、伊藤副委員長から「陳情の趣旨には賛同するが、刑事訴訟法の再審規定の改正は、法
に携わる専門家が幾度となく協議を重ねていると認識しており、法の専門家ではない地方議会として
は、地域住民の人権を守るという観点から、冤罪を生まない社会の構築のため、国及び関係機関にお
いて速やかに再審規定の改正がなされるよう求める意見書を提出したい。」として発言趣旨に沿った
意見書の提出があり、意見の開陳後、伊藤副委員長から提出のあった意見書を全会一致で関係機関に
送付すべきものとし、陳情第１号を全会一致で趣旨採択すべきものと決定しました。
　その後、６月26日の令和６年第２回定例会最終日の本会議において、宮澤委員長が審査内容を報告
し、陳情の趣旨採択と意見書の提出を全会一致で決定しました。

陳情第１号 再審法改正の意見書の提出を求める陳情

第２回
定例会

令和６年度深川市一般会計補正予算
（第１号）

令和６年度深川市国民健康保険特別会
計補正予算（第１号）

令和６年度深川市後期高齢者医療特別
会計補正予算（第１号）

議 員 名（ 議 席 番 号 順 ）
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※賛成＝○、反対＝●、近沢弘幸議長は採決に加わりません。

林活議連で第74回北海道植樹祭に参加
　深川市議会では、本市の森林・林業の活性化と山村経済の振興に寄
与することを目的に、全議員で構成する森林・林業活性化推進議員連
盟（以下、林活議連）を設置しています。
　５月19日に苫小牧市で開催された第74回北海道植樹祭に、林活議連
を代表し田畑会長、山本副会長、有働事務局長の３人が参加し、森林
づくりへの理解を深めました。

全会一致で趣旨採択に決定
　　　深川市議会として意見書を提出

左から有働事務局長、
山本副会長、田畑会長


	+深川市議会だより_No257_P02_03
	+深川市議会だより_No257_P04

